
-
H1
2
2
F
i
g
s
-
N
1
L、!
?
十
三
H
i
i
L
一刊
刊
誌
祝
日
付
吟
立
一げ
は
日
誌
は
ほ
れ
持
泊
三

弓

カ

h
y
パ

角

場

内

お
と
は
鐙
胞
の
射
的
判
婦
の
よ

一

カ
h
y
マ

角
間
同
貼
山
主
加
招
に
刷
ナ

E
m能
。
統
的
指
日
。
』
と
あ
石
。
式
内
閉
す
白
山
肱
犯
に
‘『
調
代
榊

戸
し
め
ん
と
し
て
、
小
松
の
前
山
口
百
日
開
に
預
け
て
あ
?

一
と
で
あ
る
。
そ
の
m
即
興
風
の
別
に
供
す
る
も
の
は
、

一

カ
h
y
マ

角
間

珠
洲
剛
山
大
叫
ん
内
内
小
平
。
利
。
式
内
一
出
u

刷
M
E
H
副
代
村
銀
町
田
υ
祭
訓
い十れ

一
た
時
、
倒
防
玖
民
院
之
か
一抱
い
て
、
凶
能
州

へ
下
向

4
4仰
銘
外
枝
野
及
び
問
地
泉
に
を
り
、
向
府
泉
ハ
俗

一

カ
ヲ
マ
ガ
ハ

角
間
川

川
出
出
品
川
山
山
に
附
則
合
叫
榊
o

m
L
川
久
鮒
川
榊
己

主
見
止
、
起
訴
式
榊
か
引
の
お
そ
の
地
に
止
一
M
し
た
佳
雄
に
軒
。
、
利
治
的
符

に
大

h.川
内
抑
制
と
も
い
う
た
U

は
元
総
こ
年
に
、
設

一
夜
し
、
荒川
ι
に
弔
っ
て
品
川
町
日
川
に
A
H
す
ろ
支
流
舟
い

艇
に
は
カ

ン
シ
ロ
と
判
じ
て
M
m
ろ
が
、
川
方
で
は
カ
来
青
山
耐
念
せ
し
め
た
o
m
M
緋
は
』
昨
年
金
持
に
下
っ
た

野
は
間
三
年
に
成
っ
た
o
ま
た
足
料
用
の
も
の
は
、
一
ふ
o

タ
ご
と
い
う
て
ゐ
る
o

が
、
利
治
の
家
椅
脅
嗣
い
だ
後
、
玖
毘
院
は
侠
に
前

持
附
方
に
在
つ
て
は
天
和
二
年
六
且
大
原
則
的
携
が

一

カ
ク
マ
ダ
=
ガ
ハ

角
間
谷
川

州
向
山
仰
川
町
側

カ
ク

Z
ハ
ツ
ケ
イ

紳
代
八
最
初
川
榔
榊
代
榊
う
て
、
そ
の
依
術
と
し
て
閉
初
キ
一
創
立
す
る
こ
と
を

成・り
、
大
剰
に
を
つ
て
は
年
月
不
訴
で
あ
る
が
石
坂

一
か
〈
ま
よ
り
抗
出
で
、
給
油
州
の
お
に
入
る
。
批
判
明
一

一
社
所
巾
心
と
し
て
入
紛
争
政
へ
た
も
の
で
、
榊
代
山

間
し
た
。
先
鋭
は
究
永
十
二
年
六
月
三
日
絞
し
、
伝

的
裂
が
あ
旬
、
湘
揚
に
在
つ
て
は
立
文
八
年
に
鮫
錦

一
二

粁

詐

。

附

胤

・蔚
川
町
出
許
脈
・大
白
夜
附
・尉
丈
山
秋
月
・川
尻
宇
一
民
の
下
ろ
に
及
び
、
用
車
初
売
玖
由
民
山
一刈間
山寺
と
蹴

内
相
婦
が
出
来
て
ゐ
る
。

一

カ
9
7
ヨ
リ
ユ
キ

角
間
従
之
泊
制
約
左
衛
門
。

一
般
タ
剛
一
-m
E
都
民
郎
帆
・
安
汚
守
眠
術
・
石
山叫
山
科
泣
し
た
。

カ
ク
ピ

箆

首

公

羽

咋
梢
矢
駄
の
内
の
小

一
究
政
十
二
位
。
九
月
野
川
制
問
祉
に
幻
術
向
怒
納
し
、

一
で
あ
る
。

字。

一日
江
戸
の
閥
抗
榊
谷
幸
吉
定
A
V
の
門
人
で
あ
ろ
と
mu
い
一

カ
夕
、
ミ
パ
ヤ
シ
紳
代
林

湖
町
川
榊
代
訓
枇
に

3
3
5
格
物
論
一
加
。
文
武
二
道
の
て
て
ゐ
る
。
加
州
と
阿
部
し
て
ゐ
ろ
が
、
身
分
は
わ
か

一
4
と
あ
っ
た
{
お
奪
い
ふ
。
雲
山
に

『
か
〈
み
林
が

…
引
用
に
就
い
て
、古
人
の
議
論
そ
排
じ
た
訟
で
あ
る

0.
」リな
い

。

川

町

毛

な
ら
よ
か
ろ
、
あ
ひ
の
住
吉
な
ほ
よ
か
ろ
。
』

般
に
貸
出
向
初
の
春
と
あ
っ
て
八
島
鎚
基
と
自
附
帯
し
て

一

カ
h
y
Z

神
代

初
同
部
川
松
庄
に
印
刷
す
る
沼
市

m
?

カ
ヲ
Z

ヨ
ウ

開
明

匂
明
は
大
夫
切
と
都
す
る
。

ゐ
る
。
鉛
誌
は
牢
悩
窓
除
の
こ
と
で
あ
る
。

一山飽
器
官
名
跡
芯
に
、『
訓
代
村
も
此
川
尻
よ
り
川
上
十
剛

-
木
と
仙
一
生
で
、
誠
人
泌
附
と
い
ひ
、
制
限
院
に
在
つ

カ
ヲ
ベ
ン

感
便
金
制
拙
{E
長
更
で
併
都
で
あ
っ
ご
許
に
在
旬
。
訓
代
の
利
一
位
41
給
ふ
。
此
村
は
一
こ
訓
代

一
た
J
W

の
で
あ
ろ
。
徒
出
家
し
て
刊
来
初
債
投
州
市
栄
と

E
'

一

診

v'Yイ

省

'
b
uu

た
。
疋
中
三
年
白
山
富
・
金
創
出
宮
利
訴
の
際
、
荊
奥

十
と
て
、
加
賀
に
品川代
村
、
越
中
に
跡
代
村
、
能
殺
に
綿
し
、
市
郁
の
住
似
と
な
っ
た
が
、
昨
永
二
年
木
竹

一

翁

t

n

vh'
』

以
に
加
判
し
た
こ
と
は
、
白
山
富
椛
俄
都
中
程
録
に
-
州
代
村
と
て
同
じ
文
字
也
o
』
と
あ
ろ
が
、
加
到
に
制

二
品
仲
の
附
下
す
む
に

m
o、
そ
の
淑
に
従
う
て
跡
附

-
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見
え
る
。

一
代
村
も
な
〈
、
副
代
特
カ
タ
ミ
と
洲
行
誌
も
川
ら
か

↑
と
な
っ
た
。
加
市
服
従
犯
に
お
仲
の
陶
山
に
上
っ
た

カ
h
y
ホ
ウ
ア
ン

園町法
庵

羽
咋
郡
太
加
に
を
つ

一
で
な
い
o

-
抑
制
勝
祈
願
の
文
は
、
羽
川
の
執
鈍
し
た
と
こ
ろ
と
な

て
、
民
宗
東
振
に
因
す
る
o
初
め
尚
北
邪
気
屋
に
迩

一

カ
h
y
Z
ガ
ハ

紳
代
川

羽
同
市
舵
民
附
近
の
山

一
つ
て
ゐ
ろ
。

立
し
、
後
今
の
地
に
移
っ
た
。

一
巾ーか
ら
出
て
荒
原
川
と
い
ひ
、
巾
山
や
縦
、
碕
仰
に

一

カ
ク
モ
ン

m
町
内

i
イ
チ
ニ

ユ
ウ
カ
タ
モ
ン

カ
ヲ
ホ
ウ
イ
ン

揺
峰
院

七
日
市
裕
司
第
八
代

一
知
っ
て
直
前
叫
川
と
い
ひ
、
米
川
に
引
っ
て
米
間
川
と
一
一
入
伺
門
。

前
川
利
見
の
法
鋭
。
許
し
く
は
先
的
院
了
間
治
問
大

一
い
は
九
、
大
筒
で
在
停
か
ら
前
山
川
十
吋
作
れ
、
制
代

一

ガ
ヲ
モ
ン
シ
ヨ

皐
問
所
大
山
明
寺
滞
に
於
い
て
、

民
士
。

一
の
京
で
於
古
川
貴
入
れ
て
榊
代
川
と
都
し
、
お
街
を

一
天
保
四
年
"
柿
倹
前
川
利
平
が
、
そ
の
民
江
守
長
順
・

カ
ヲ
ホ
ウ
ジ

回
日
開
質
寺
珠
洲
郡
川
捕
に
在
っ
て
、

一
側
、
川
尻
か
ら
出
に
注
ぐ
。
般
に
一
に
榊
代
川
氏
川

一
竹
内
附
綱
脅
し
て
、
刑
判
明
日
を
門
院
に
締
ぜ
し
め
、
諸

国
民
宗
架
波
に
回
す
る
。
も
と
岡
部
務
な
る
等
提
寺
宋

一
と
も
川
尻
川
と
も
い
ふ
。

一
士
に
之
宇
・胞
か
せ
た
の
を
、
脱
し
て
町
小
川
町
と
い
え
，

で
あ
っ
た
が
、
明
治
九
年
四
月
本
山
の
直
米
と
な
っ

一

カ
h
y
Z
カ
ハ
シ
リ
ガ
ハ

紳
代
川
尻
川

l
カ
ク
一
た
o
大
烈
寺
滞
に
県
政
の
郁
あ
る
は
、
引
に
之
が
附

た

。

一

ミ
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ハ

品

川

代

川
o

一
さ
に
あ
っ
た
が
、
民
校
は
時
計
郎
の
あ
る
に
早
川
つ

カ
テ
ミ
ジ
ン
ジ
ヤ

紳
代
紳
社
刑
制
咋
抑
制
代
に

一
て
、
初
め
て
之
宇
一見
ら
れ
る
。

銀
座
す
る
。
朝
野
郡
松
山
崎
利
引
年
六
月
十
日
制
祇
口

一

カ
h
y
Z
ウ

回
目
雄

闘
訓
川
町
の
入
、
高
野
山
の
術
。

カ
h
y
ホ
ウ
ダ
イ
セ
ン

田畑
峰
夫
仙

金
仰
附
出
洞
宗

筑
間
寺

H
八
代
の
住
持
。
江
州
商
船
却
は
妓
寺
か
ら

カ
ク

カ
グ
ラ

紳
繁

以
百
点
叩
山
，
坂
の
内
の
小
手
。

カ
ヲ
リ
ュ
ウ
ジ

岡
山
路
寺
羽
咋
山
梨
山
に
在
っ

て
、回
目
注
目
京
一
概
に
臨
す
る
。

カ
タ
リ
ン

飽
林

外
先
林
ω

J
レ
イ
ガ
イ
カ
ク
リ
ン

国
山
林
寺

余
祁
米
腕
川
に
在
っ
て
、

一
向
宗
阪
振
に
邸
す
る
。
明
治
十

一
年
寺
統
合
併
の

許
可
や
得
、
十
γ

九
年
ヤ
丸
山H
町
か
ら
今
の
地
に
料
じ

た。
カ
ク
リ
ン
ジ

カ
ヲ
リ
ン
ジ

槌
林
寺

金
均
八
坂
に
在
っ
て
、

山
制
宗
に
印
刷
す
る
。
山
川
副
は
芸
松
山
。
初
め
石
川
山

吉
野
の
紙
陀
寺
山
か
荒
脱
し
て
ゐ
た
の
で
、
越
中
守
山

に
叫
興
し
た
が
、
陸
将
一
巾
守
悦
M
H
老
の
附
之
そ
金
限

八
坂
に
白
押
し
、
問
的
波
を
天
幅
削
目
指
叫
に
改
め
て
大
安
寺

と
枕
し
た
。
後
三
凶
十
年
や
一斜
て
こ
代
融
官
活
面
化
の

際
寺
鋭
脅
祇
陀
寺
に
復
す
べ
き
こ
と
を
辿
百
し
た
の

で
、
後

H
は
そ
の
付
制
を
品
川
録
に
披
お
し
た
が
‘
天

国
叫
振
か
ら
の
抗
絡
が
あ
っ
た
錦
、
前
間
利
引
山
の
哉
献

に
よ
っ
て
、
同
一
概
同
寺
蹴
そ
媛

L
、
細
川
仲
寺
と
躍
し

て
大
加
抵
に
邸
せ
し
め
た
。
円
前
寺
は
文
政
中
十
四
代

版
訴
の
時
、
前
山
氏
の
前
願
寺
と
な
旬
、
保
年
米
首

石
金
三
十
川
脅
市
治
せ
ら
れ
た
。
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